
Ｑ

介
護
保
険
に
加
入
し
て
い

れ
ば
、
だ
れ
で
も
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
の
で
す
か
？

Ａ

年
齢
が
65
歳
以
上
の
第
１

号
被
保
険
者
は
、
介
護
や
支
援

が
必
要
な
状
態
に
な
っ
た
と
き
、

そ
の
原
因
に
か
か
わ
り
な
く

（
事
故
や
病
気
な
ど
）、
要
介
護

認
定
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

人
が
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で

き
ま
す
。

40
歳
か
ら
64

歳
の
第
２
号
被

保
険
者
は
、
介

護
が
必
要
に
な

っ
た
原
因
が
、

15
種
類
の
特
定

疾
病
＝
表
＝
に

そ
し
て
、
「
要
介
護
」
ま
た

は
「
要
支
援
」
と
認
定
さ
れ
た

よ
る
場
合
の
み
、
要
介
護
認
定

の
申
請
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、

「
要
介
護
」
ま
た
は
「
要
支
援
」

と
認
定
さ
れ
た
人
が
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課

介
護
保
険
準
備
室
（
�
内
線
２

７
７
２
・
２
７
７
３
）
へ

私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
状

況
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
、
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
多
く
の
問
題
が
生

じ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
皆
さ
ん
が
抱
え
る

悩
み
や
不
安
を
共
に
考
え
、
解

決
へ
の
手
助
け
に
な
れ
ば
と
、

市
民
相
談
室
を
は
じ
め
各
種
の

相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

各
窓
口
で
は
、
専
門
的
な
問

題
も
安
心
し
て
相
談
で
き
る
よ

う
に
、
弁
護
士
や
専
任
相
談
員

を
配
置
し
て
い
ま
す
。

相
談
者
の
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
に
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
で
す
。
相
談
日

時
は
各
窓
口
で
異
な
り
ま
す
。

予
約
制
や
曜
日
を
決
め
て
い
る

窓
口
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

確
か
め
て
か
ら
利
用
し
て
く
だ

さ
い

市
政
へ
の
提
言
・
要
望
は

「
市
長
へ
の
手
紙
」
で
ど
う
ぞ

市
政
に
つ
い
て
の
提
言
や
要

望
は
、
市
民
相
談
室
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
手
紙
や
フ
ァ
ッ

ク
ス
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
２
３
・
８
７

７
５
）
で
、
提
言
や
要
望
を
お

寄
せ
い
た
だ
く
「
市
長
へ
の
手

紙
」
も
あ
り
ま
す
。

「
市
長
へ
の
手
紙
」
の
用
紙

は
、
市
役
所
本
館
・
第
１
分
館

案
内
、
地
区
事
務
所
な
ど
、
市

の
施
設
75
カ
所
に
備
え
て
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
意

見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

市　報　に い が た （2）平成11年２月14日第　　　号1668

市役所への郵便は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます。

骨 粗 し ょ う 症 健 診
日時 ３月４・18日①午前９時半から
②午後１時半から
会場 保健所西分室
対象 18歳以上の女性各先着30人（Ｘ
線撮影あり、妊娠中の人を除く）
内容 血液・尿検査（39歳以下）、骨密
度検査、ほか　参加費 1,000円
申し込み 保健所健康増進課（�内線
3669）へ※予約制、後日事後指導会あり

食品営業許可２月更新

問い合わせ　保健所食品衛生課（�内線
3621）へ　※対象者には、はがきを送
ります

鳥屋野地区 ２／15・19・22 南地域保健福祉センター 午後１時半～４時

対 象 地 区 期　日 会　場 時　間

健 康 相 談
基本健康診査の受診記録票、健康手帳のある人は

お持ち下さい。 ※印は栄養士による相談あり
地　区 月　日 会　　　場 時　間

坂 井 輪

赤 塚
中 野 小 屋
木 　 戸
山 の 下
鳥 屋 野
松浜・南浜・濁川
大 江 山
両 川
鳥 屋 野
赤 塚
濁 　 川
関屋・中央
入 　 舟

２・18
２・19
２・26
２・17
２・25
２・16
２・24
２・15
２・22
２・26
２・19
２・18
２・24
２・17
２・16
２・25

※新通集落開発センター
※西新潟市民会館
寺尾中央公園自治会館
※赤塚連絡所
笠木公民館
※木戸公民館
※中地区保健センター
※南地域保健福祉センター
※北地区保健センター
※大江山農村環境改善センター
※両川連絡所
老人憩いの家・鳥屋野荘
老人憩いの家・神明荘
※濁川連絡所
※中央地域保健福祉センター
※入舟分室

午前10時～11時半

午前10時～１１時半
午 後 １ 時 ～ ３ 時

午前10時～１１時半
午後１時半～３時

午後１時半～３時

みなとトンネルと新潟の未来
日時 ３月９日午後１時半～４時半
会場 新潟グランドホテル
内容 講演「新潟港の歩み」とみなとト
ンネル現場見学　※徒歩１�、階段あり
定員 18歳以上200人
申し込み ２月22日（必着）までに往復
はがき（１人１枚）に住所、氏名、年齢、職
業、電話番号を記入し新潟港湾空港工事
事務所（入船町4-3778�222-6111）へ
※応募多数の場合抽選

特定疾患医療受給者証更新
受給者証をお持ちの人に案内を送付し

ています。２月26日までに保健所健康
増進課（市役所第２分館２階）で更新手
続きをしてください。 ※郵送の場合は
２月15日（必着）まで。更新をしない
人もご連絡ください
問い合わせ 保健所健康増進課（�内線
3661）へ 知的障害者などのための法律相談

日時 ２月27日午前10時～11時半
会場 めいせいデイサポートセンター
（水道町１）
内容 弁護士による相続、金融、契約、
財産管理など
申し込み 会場（�231-6210）へ

県中小企業振興公社

コンピューター西暦2000年問題対応支援
�無料相談・専門アドバイザー派遣
問い合わせ 同公社中小企業情報センタ
ー（�0120-200-451）へ
�設備貸与・リース
問い合わせ 同公社設備貸与課（�285-
0025）へ

児 童 手 当 を 支 給
２月期支払い（昨年10月～１月分）

の児童手当を２月15日に振り込みます。
※特例給付の人は会社が変わった場合、
届出が必要です
問い合わせ 児童福祉課（�内線2616）へ

人 権 相 談
日時 毎月第１・３金曜日午前10時～
午後３時　会場 大和新潟店 ※秘密厳守
内容 人権擁護委員による悩みごと相談
問い合わせ 新潟地方法務局人権擁護課
（�222-1563）へ

住民がつくる福祉の町シンポジウム

みんながつくる福祉のまち
日時 ２月21日午後１時から
会場 西コミュニティセンター
内容 介護保険制度と住民に問われるもの
問い合わせ 同実行委員会・神立（�
261-0147）へ

音楽療法てなァーに
日時 ２月19日午後１時半～３時
会場 中央公民館　参加費 300円
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 21世紀のシルバープラン
を創る会事務所（◯昼月・水・金�223-
4680）へ

相談の種類 相　　談　　内　　容 場所・電話相　談　日　時

心配ごと

教　育

いじめ
ＳＯＳ

（電話相談）

子ども

育　児

在宅介護

女　性

女性労働
問題

消費生活

東心配ごと相談所
市社会福祉
センター内
�243-4369

西心配ごと相談所
北部総合コミュニ
ティセンター内
�222-5371

教育相談センター
（上大川前通８）
�222-8600

教育相談センター
�222-0110

こども相談センター
（水道町１）
�231-6178

市立･私立認可保育園
※それぞれの園の電
話番号は児童福祉課
�内線2614へ

在宅介護相談センター
市役所第２分館
２階�内線2658

市女性センター・
アルザ相談室
�245-0545

市消費生活センター
（市役所第１分館１階）
�228-8100

月～金曜日
（祝・休日を除く）
午前９時～午後４時

※弁護士相談は午前９
時～正午、東は第１・
３土曜日、西は第２・
４土曜日

月～金曜日
（祝・休日を除く）
午前９時～午後５時

月～金曜日
（祝・休日を除く）
午前９時～午後５時

月～金曜日
（祝・休日を除く）
午前９時～午後５時

月～金曜日
（祝・休日を除く）
午前10時～午後４時

月～金曜日
（祝・休日を除く）
午前８時半～午後５時
15分

火・木・金・土曜日
（祝・休日を除く）
午前10時～午後４時

毎週土曜日
（祝・休日を除く）
午後２時～４時

月～金曜日
（祝・休日を除く）
午前８時半～午後５時
15分

家族のこと、お金の貸し借りな
どの心配や悩みについて

※弁護士による法律相談もあり
（先着順）

不登校、いじめ、非行などの教
育や養育上の問題について
※予約制

いじめや不登校などの悩み

就学前の子どもの言葉が遅い、特定の
発音を誤るなどの言葉の問題、幼稚園
や保育園の集団にうまく適応できない
などの悩み　※予約制

育児について（電話相談）
※来所相談・体験学習は予約制

在宅介護についての相談や各種
福祉サービス・介護方法・介護
機器の紹介

女性の生き方、人との付き合い、
心に関することについて
※予約制

女性が働く上での悩みや心配ご
と
※予約制

不良商品、不当商行為、悪質商
法などでの商品やサービスに関
することについて

〈そのほかの主な相談窓口〉

相談の種類 相　　談　　内　　容 場所・電話相　談　日　時

市　政

心配ごと

法　律

高齢者職業

家庭児童

市民相談室
市役所

第１分館１階
��228-1000

月～金曜日
（祝・休日を除く）
午前８時半～午後５時15分

月～金曜日
（祝・休日を除く）
午前９時～正午
午後１時～４時

毎週月・水・金曜日（月・水曜日が
祝・休日の場合はその翌日、金曜日
が祝・休日の場合はその前日）
午後１時15分～４時15分

月～金曜日
（祝・休日を除く）
午前９時～正午
午後１時～４時

月～金曜日
（祝・休日を除く）
午前９時～正午
午後１時～４時

生活環境、福祉、教育、文化、
健康など市政全般について

家族のこと、お金の貸し借りな
どの心配や悩みについて

弁護士による法律相談
※予約制で１人30分以内

おおむね50歳以上の人を対象
とした求職・求人について

家庭における子どもの養育方法、
学校・保育園・幼稚園での困った
行動、子どもの心配な癖や性格、言
葉や知恵の遅れ、非行などについて

〈市民相談室〉

量
ま
た
は
中
止
す
る
こ
と
で

ボ
ケ
が
治
り
ま
す
。

ま
た
、
う
つ
病
に
な
る
と

頭
の
働
き
が
鈍
く
な
り
、
一

見
ボ
ケ
た
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
う
つ
病
の
薬

を
飲
み
、
十
分
な
休
養
を
と

る
こ
と
で
、
う
つ
病
が
改
善

す
る
と
と
も
に
ボ
ケ
も
治
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
「
治
る
ボ
ケ
」

は
一
時
的
に
脳
の
働
き
が
低

下
し
て
起
き
る
ボ
ケ
で
あ
っ

て
、
本
当
の
痴
ほ
う
で
は
な

い
の
で
す
。

（
市
医
師
会
）

薬
の
副
作
用
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
は
、

不
足
し
て
い
る
水
分
や
栄
養

素
を
補
給
し
た
り
、
睡
眠
薬

な
ど
で
睡
眠
を
確
保
し
た
り
、

原
因
と
な
っ
て
い
る
薬
を
減

脳
の
病
気
の
た
め
に
神
経

細
胞
が
少
な
く
な
っ
て
起
き

る
ボ
ケ
を
痴
ほ
う
と
言
い
ま

す
。
痴
ほ
う
は
現
代
の
進
ん

だ
医
学
を
も
っ
て
し
て
も
、

治
す
こ
と
が
大
変
に
難
し
い

病
気
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
「
急
に
ボ
ケ

て
し
ま
っ
た
」、「
今
ま
で
よ

り
急
に
ボ
ケ
が
ひ
ど
く
な
っ

た
」
と
家
族
に
連
れ
ら
れ
受

診
す
る
お
年
寄
り
の
中
に
、

適
切
な
治
療
を
す
る
と
、
ボ

ケ
が
良
く
な
る
人
が
い
ま
す
。

治
る
ボ
ケ
の
原
因
に
は
、
高

熱
や
下
痢
な
ど
に
よ
る
脱

水
、
痛
み
な
ど
に
よ
る
不
眠
、

治
るボ

ケ

その３�

介護保険って�
なぁ～に？�

※東・西心配ごと相談所と在宅介護相談センターは、３月９日より総合福祉会館
で相談業務を行います

１歳半からの幼児食
対象 １歳半～２歳児の保護者または保
育をしている人先着30人
内容 講義と調理実習
参加費 300円（保育あり、200円）
申し込み 保健所健康増進課（�内線
3669）へ

３・５
３・16

中央地域保健福祉センター
東地域保健福祉センター

午前10時～午後０時半

月　日 会　場 時　間

特定疾病一覧

アルツハイマー病、ピック病などの初

老期における痴ほう

脳血管疾患

筋委縮性側索硬化症

パーキンソン病

脊髄（せきずい）小脳変性症

シャイ・ドレーガー症候群

糖尿病性腎症、糖尿病性網膜症および

糖尿病性神経障害

閉塞（へいそく）性動脈硬化症

慢性閉塞性肺疾患

両側の膝（しつ）関節または股関節に

著しい変形を伴う変形性関節症

慢性関節リウマチ

後縦靭（じん）帯骨化症

脊柱管狭窄（せきちゅうかんきょうさ

く）症

骨折を伴う骨粗しょう症

早老症（ウエルナー症候群）


